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東京教区 埼玉組

月刊簾善巧寺報
〒344- 0 0 3 2埼玉県春日部市備後東4丁目1番17号

T E L  0 4 8 ( 7 3 4 ) 7 6 6 0 榎本明覚

>＼

厚木市、相模原市、座間市の名物「とん漬け」文化庁lO0年フードにも選ばれている。

東京教区の名品・特産品
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酋
》
牡
寺
限
信
料
蠅
永
代
経
法
要
み
ほ
と
け
会

緑
萌
え
出
ず
る
候
、
総
永
代
経
法
要
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
浄
土
に
往
生
さ
れ
た
方
々
の
ご
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
、
仏
さ
ま
の
お
慈
悲

が
常
に
共
に
あ
る
こ
と
を
味
わ
わ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

千
二
囀
洋

(
於
永
代
納
f
報
恩
堂
前
)

去
る
四
月
十
二
日
は
「
北
鎌
倉
お
参

り
散
歩
」
を
開
催
。
東
慶
寺
さ
ま
で

ま
、

米
国
に
禅
思
想
・
浄
土
真
宗
の

信
者
の
言
行
を
伝
え
た
鈴
木
大
拙
師

の
お
墓
に
ウ
グ
イ
ス
の
声
響
く
中
、

お
参
り
出
来
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
大

拙
先
生
の
祥
月
命
日
に
当
た
り
、
ご

子
孫
の
ガ
も
お
参
り
さ
れ
て
い
て
有

り
難
い
ご
縁
で
し
た
。
鎌
倉
在
住
の

山
口
依
乗
先
生
に
は
ご
案
内
ご
解
説

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
鳩
サ

ブ
レ
な
ら
ぬ
、
き
な
粉
香
る
鳩
落
雁

の
お
土
産
も
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

ノ
午
後
一
時

一
法
輪
会
館
で
お
斎
井
讃
・
お
供
物
を
お
紀
り
い
延
し

※
準
備
の
都
軌
上
、

欠
の
ご
連
絡
を
、
ヽ
五
月
十
一

何
卒
よ
ろ
ル

満

日
(
日
)
ま
で
梨
嘲
巻
、
た
く

東
痩

棘
・
番
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五
月
二
十
一
日
は
、
親
鸞
聖
人
の
お
誕
生

日
と
さ
れ
、
二
十
日
・
二
十
一
日
の
一
一
日
間

に
わ
た
り
京
都
酉
本
願
寺
や
築
地
本
願
寺

で
は
「
宗
祖
降
誕
会
」
が
勤
修
さ
れ
ま
す
。

「
降
誕
」
と
は
、
仏
さ
ま
の
世
界
か
ら
私
た

ち
煩
悩
渦
巻
く
世
界
に
降
り
て
こ
ら
れ
、
私

と
同
じ
く
人
と
し
て
生
ま
れ
導
い
て
下
さ

報

っ
た
事
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
お
徳
は
私
た

寺

ち
に
と
っ
て
お
釈
迦
さ
ま
の
降
誕
に
匹
敵

す
る
の
で
「
降
誕
会
」
と
言
う
の
で
す
。
親

巧

鸞
聖
人
の
生
年
は
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

番

た

年

と

年

齢

か

ら

逆

算

し

て

、

承

安

三

(
一
一
祠
∞
)
年
と
判
明
し
て
い
る
の
で
す
が
、
月

刊

臼

に

つ

い

て

は

正

確

な

と

こ

ろ

判

り

ま

せ

月

ん
。
と
い
う
の
は
、
古
来
よ
り
日
本
は
生
年

月

日

を

あ

ま

り

重

視

し

な

か

っ

た

か

ら

で

す
。
お
正
月
が
来
る
と
み
な
等
し
く
一
つ
歳

を
と
る
「
数
え
年
」
の
習
慣
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
お
誕
生
日
に
つ
い
て
は
軽
視
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
が
ク

ロ
I
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
、
本

願
寺
第
十
八
代
文
如
上
人
が
、
親
鸞
聖
人
の

父
・
日
野
有
範
を
顕
彰
す
る
目
的
で
京
都
日

野

の

地

に

日

野

別

堂

を

建

立

し

た

こ

と

に

始
ま
り
ま
す
。
続
い
て
第
十
九
代
本
如
上
人

(
今
年
は
二
百
回
忌
に
当
た
り
本
願
寺
で
は

四
月
十
三
・
十
四
日
に
法
要
が
営
ま
れ
ま
し

た
)
が
本
格
的
に
由
緒
調
査
を
行
い
、
当
時

荒
廃
し
て
い
た
臼
野
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

法
界
寺
(
真
言
宗
醍
醐
派
)
復
興
に
努
め
る
な

ど
、
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
日
野
を
親
鸞
聖

人

の

生

ま

れ

故

郷

と

し

て

ブ

ッ

シ

ュ

し

た

の
で
し
た
。
以
降
、
法
界
寺
に
蔵
す
る
日
野

有
範
像
を
安
置
す
る
た
め
有
範
堂
が
建
て

ら
れ
、
現
在
は
臼
野
誕
生
院
と
し
て
親
鸞
聖

人
の
ご
誕
生
を
顕
彰
す
る
場
所
と
な
り
ま

し
た
。
と
な
る
と
や
は
り
お
誕
生
日
に
法
要

し
た
く
な
る
わ
け
で
、
そ
こ
で
『
本
願
寺
聖

*wn wv -twfil

定
例
法
座
傭
一
H

③
五
月
十
一
日
(
日
)

午
後
二
時
～
四
時

於
法
輪
会
館

『
降
誕
会
(
ご
う
た
ん
え
)
』

人
伝
絵
』
の
冒
頭
、
親
鸞
聖
人
誕
生
の
段
に

描
か
れ
て
い
る
桜
吹
雪
に
着
目
し
て
、
こ
れ

は

春

に

お

生

ま

れ

に

な

っ

た

に

違

い

な

い

と
な
り
、
旧
暦
四
月
一
日
、
現
代
の
暦
で
は

五
月
一
十
一
日
に
降
誕
会
を
勤
修
す
る
こ

と

に

な

っ

た

の

で

し

た

。

※
法
話
終
了
後
、

永
代
経
準
備
の
お
掃
除
・

仏
具
お
み
が
き
を
行
い
ま
す
。
お
手
伝
い
頂

け
る
方
は
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。


